
使
っ
て
い
な
い
大
型
の
網
を
持
ち（
後
世
の
ア
イ
ヌ
民
族
・

ウ
ィ
ル
タ
民
族
・
ニ
ヴ
フ
民
族
も
持
た
な
い
）、
ブ
タ
・

イ
ヌ
を
食
用
家
畜
と
し
て
飼
育
し
、
海
獣
を
多
く
狩
猟
し

て
い
た
。
住
居
は
、同
時
代
の
擦
文
文
化
と
比
較
す
る
と
、

お
よ
そ
３
倍
の
広
さ
を
持
ち
、
六
角
形
で
、
家
の
中
に
は

熊
の
祭
壇
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
家
で
は
、
複
数
の
核

家
族
（
一
家
族
５
人
く
ら
い
）
か
ら
形
成
さ
れ
た
一
団
で

生
活
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
が
、
変
容
・
消
滅
し
た

原
因
は
、
擦
文
文
化
に
よ
る
影
響
が
あ
ろ
う
こ
と
は
、「
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
か
ら
擦
文
文
化
へ
と
変
容
を
遂
げ
つ
つ
あ

る
段
階
の
文
化
」
と
い
わ
れ
る
「
ト
ビ
ニ
タ
イ
文
化
」
が
、

現
在
の
網
走
と
釧
路
を
結
ん
だ
線
の
東
側
で
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
消
滅
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
人
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
、
そ
の
ル
ー
ツ

と
と
も
に
、
い
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
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●お問い合わせ先
　モヨロ貝塚：網走市立郷土博物館　
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オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
研
究
の
出
発
点

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
モ
ヨ

ロ
貝
塚
は
、
大
正
期
か
ら
米
村
喜
男
衛
が
、
精
力
的

な
調
査
・
保
存
活
動
を
行
い
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
研

究
の
出
発
点
と
な
っ
た
遺
跡
で
、
1
9
3
6
（
昭
和

11
）
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
、
海
軍
基
地
建
設
工
事

の
時
、
数
百
体
の
人
骨
が
出
土
し
、
1
9
4
7
（
昭

和
22
）
年
か
ら
は
、
3
回
に
わ
た
り
東
京
大
学
、
北

海
道
大
学
、
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
の
共
同
調
査
団

に
よ
り
、貝
塚
の
一
部
と
竪
穴
住
居
跡
数
基
が
発
掘
・

調
査
さ
れ
た
。
こ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
人
骨
は
、
北
海

道
で
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
人
骨
と
は
タ
イ
プ
が

異
な
り
、現
在
、オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
担
っ
た
オ
ホ
ー

ツ
ク
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

い
ま
や
世
界
の
白
滝
と
い
っ
て
よ
い
遺
跡
が
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
そ
そ
ぐ
湧
別
川
と
そ
の
支
流
支
湧
別
川
の
流

域
、
白
滝
村
に
あ
る
。
90
ヵ
所
以
上
も
の
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
が
あ
り
、「
白
滝
遺
跡
群
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
村
は
黒
曜
石
の
原
産
地
で
あ
り
、
標
高
１
１
４
７
ｍ

の
赤
石
山
一
帯
に
は
、
ア
ジ
ア
で
も
最
大
級
で
、
埋
蔵
量

数
十
億
ト
ン
と
も
言
わ
れ
る
黒
曜
石
の
露
頭
が
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
周
囲
に
は
、
質
量
と
も
に
豊
富
な
遺

跡
が
あ
る
。
2
万
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
器
は
、

道
内
で
は
渡
島
地
方
、
道
外
で
は
４
０
０
㎞
離
れ
た
サ
ハ

リ
ン
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
縄
文
時
代
に
は
、
青
森

三
内
丸
山
遺
跡
、
北
方
で
は
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
に
近
い

遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
、
東
北
ア
ジ
ア
一
帯
で
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ロ
シ
ア
の
共
同
研
究
者
か
ら
も
、

白
滝
産
黒
曜
石
製
石
器
製
作
の
技
術
や
流
通
の
調
査
が
提

唱
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

黒曜石で作られた石器
（白滝村）

モヨロ貝塚（網走市）

朱
円
周
堤
墓
（
斜
里
町
）


